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結果のまとめ：
ターン末に打つ「うん」、「そうなんだ」「とか言って」から見られるように、
1. 母語話者と上級学習者の接触場面には、単語のレベルではなく、談話のレベルで言語調整が実行されていることが明らかになった。
2. ターン終了標識としての「うん」は話者交替をしやすくするために、話者の発話終了部を明確するという言語調整である。
3. 「そうなんだ」は母語話者による質問の多用という言語調整の結果であると同時に、話相手に自由な発話の機会を与えるという言語調整である。また、出現位置によって「うん」と同様、ターン終了標識としても使用できる。
4. そして、「とか言って」はNUCCではより高い使用率を示す一方、NSでは基本の機能のみで使用され、使用率も低いため、これは母語話者による文法簡略化であろうと考えられる。

